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改版履歴

※ページは改版当時のものになります。

更新日版数 変更箇所

5.1届出番号をシステムに設定

する

届出番号申請における却下メール文の変更

5.2取引相手を設定する 取引相手の並び替え機能追加
2023/3/15

漁獲番号入力時の説明を追記

1.2

変更内容

1.0 新規作成

7.1入荷の取引を登録する

1.3 10.取引履歴を照会する 新規追加 2023/6/6

1.1

7.取引情報を登録する

9.取引情報を検索する

2022/11/17

2023/11/15
10.取引履歴を照会する

11.2.漁獲番号のみを発行する

1.4 「加工状態」を追加

取引相手修正・削除機能追記
5.2取引相手を設定する

11.1サブユーザーを作成する

－

2022/12/20

サブユーザー削除機能追記

取引相手追加方法の変更
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改版履歴

１．漁獲番号伝達等システムの概要
1.1　動作環境

1.2　ご利用上の注意

２．システムを利用するユーザーの登録

３．ログイン・ログアウト方法
3.1　ログイン

3.2　ログアウト

４．ユーザー情報の変更

５．システムを使用するための設定を行う
5.1　届出番号（事業者番号）をシステムに設定する

5.2　取引相手を設定する

5.3　漁獲番号を発行する際に使用するルールを設定する

5.4　複数の漁獲番号を出荷する際に使用するルールを設定する

６．漁獲番号の発行と併せて出荷の取引情報を登録する

７．取引情報を登録する
7.1　入荷（譲受/受取）の取引を登録する

7.2　出荷（譲渡/引渡）の取引を登録する

7.2.1　自分で発行した漁獲番号を１つ出荷する

7.2.2　自分で発行した漁獲番号を複数まとめて出荷する

7.2.3　入荷した漁獲番号を出荷する

7.2.4　入荷した漁獲番号を、自分の届出番号（事業者番号）に変更して出荷する

7.2.5　出荷取引の情報登録完了画面でできること

7.3　亡失/在庫終了を行い出荷の対象から削除する

８．漁獲番号を検索する

９．取引情報を検索する

10．取引履歴を照会する
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11．応用編
11.1　サブユーザーを作成する
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漁獲番号等伝達システムは、以下の環境で動作を保証しています。

※１ Microsoft Internet Explorer（IE）では一部の操作に問題が発生する場合が

あるため、使用できません。

※２ ブラウザは最新のバージョンをお使いください。

Microsoft Edge は「Chromium」ベースのもののみサポートとなります。

対応ブラウザ

Google Chrome

version

10

OS

Windows

Apple Safari

Google Chrome

Opera Internet ブラウザ

１．漁獲番号伝達等システムの概要

iOS

4.4以上Android

Microsoft Edge

Mozilla Firefox

1.1　動作環境

1.2　ご利用上の注意

利用されている電子メールの迷惑メール設定や受信拒否設定等により、漁獲番号等伝達

システムから通知される各種通知のメールが届かない場合があります。

この場合は、迷惑メールフォルダや削除フォルダ等にメールが自動で振り分けられてい

ないか確認してください。

　また、システムから通知されるメール（cncsystem+noreply@sun-exceed.com）が迷

惑メールに判定されたり受信拒否されないように、事前に設定をしておいてください。

なお、設定方法等については、利用されている電子メールのサービスを提供している事

業者等にお問合せください。

9以上
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漁獲番号等伝達システムを利用するためのアカウントを作成する方法について説明します。

（１）以下のURLにアクセスすると、

漁獲番号等伝達システムのユーザー登録画面が表示されます。

【ユーザー登録URL】https://cnc.smartf.maff.go.jp/user/firstcreate

※　eMAFFIDをお持ちの方はeMAFFIDをご入力いただくと

ユーザー情報の入力が簡略できます。

（２）入力したメールアドレス宛に、認証コードが記載された以下のメールが届きます。

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】認証コード

≪メール文≫

ご本人様確認のため、以下の認証コードを画面に入力し、

手続きをお願いいたします。

認証コードの有効期限は2時間です。

認証コード：【XXXX】

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）

２．システムを利用するユーザーの登録 採捕者
取扱

事業者
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（３）メールにて受信した認証コードを入力し、「認証」ボタンを押下します。

※　認証コードの有効期限は2時間です。

（４）認証コードが正しい場合、ユーザー情報入力欄が表示されます。

ユーザー情報を入力し、登録ボタンを押下します。

※メールアドレスにeMAFFIDを入力している場合は

eMAFFIDに登録されたユーザー情報が自動入力されます。

※パスワードとパスワード確認は表示ボタンをクリックすると

入力した内容を確認できます。
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（５）登録完了すると新規登録完了画面に移動します。
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ログインする方法について説明します。

（１）以下のURLにアクセスすると、漁獲番号等伝達システムの

ログイン画面が表示されます。

【ログインURL】https://cnc.smartf.maff.go.jp/

※URLにアクセスし「ユーザー登録」が表示される場合は、

「ログインIDをお持ちの方はこちら」を押下してください。

（２）「ログインID（メールアドレス）」に登録メールアドレスを入力します。

（３）「パスワード」に登録パスワードを入力します。

３．ログイン・ログアウト方法

3.1　ログイン 採捕者
取扱

事業者
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（４）「ログイン」ボタンを押下します。

（１）ログイン画面の下部にある「パスワードを忘れた方はこちら」を選択します。

（２）パスワード再設定画面が表示されます。

（３）「ログインID（メールアドレス）」に登録メールアドレスを入力し

「送信」ボタンを押下します。

※「送信」ボタンを押下すると「認証コード」の入力欄が表示されます。

パスワードを忘れた場合
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（４）メールにて受信した認証コードを入力し、「認証」ボタンを押下します。

（５）認証コードが正しい場合、パスワード入力欄が表示されます。

新しく設定する「パスワード」を入力し、「登録」ボタンを押下します。

（６）パスワード変更が完了するとログイン画面に移動します。

パスワードを忘れた場合（続き）
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システム利用後、ログアウトする方法について説明します。

（１）漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し、

「ログアウト」を選択します。

（２）ログアウトに成功すると、ログイン画面に移動します。

3.2　ログアウト 採捕者
取扱

事業者
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ログインをしているユーザーの登録情報を変更する方法について説明します。

変更できる情報は「法人名（屋号）」※、「ユーザー名」、「パスワード」です。

※サブユーザー登録画面で作成されたユーザー（以下サブユーザー）で

ログインしている場合は、法人名は変更できません。

（１）漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し。

「ユーザー情報更新」を選択します。

（２）ユーザー詳細画面が表示されます。

（３）変更したい項目の内容を変更します。

※「パスワード」が空白の場合は、パスワード変更は行いません。

パスワード変更が必要の場合のみ入力してください。

（４）「更新」ボタンを押下すると、変更完了です。

４．ユーザー情報の変更 採捕者 取扱
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届出番号の設定方法を説明します。

（１）gBizID(もしくはemaffID)を使用する場合

①漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し、

「届出番号設定」を選択します。

※取扱事業者は「事業者番号設定」になります。

②「申請者のgBizID(もしくはemaffID)」を選択します。

③漁獲番号等伝達システムに登録する届出番号を「届出番号」欄に入力します。

④gBizID(もしくはeMAFFID)を入力して「送信」ボタンを押下します。

5.1　届出番号（事業者番号）をシステムに設定する

５．システムを使用するための設定

採捕者
取扱

事業者
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⑤「gBizID(もしくはeMAFFID)」に入力したメールアドレス宛に

以下のメールが届きます。

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】認証コード

≪メール文≫

ご本人様確認のため、以下の認証コードを画面に入力し、

手続きをお願いいたします。

認証コードの有効期限は2時間です。

認証コード：【XXXX】

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）

⑥送られてきた認証コードを入力し、「設定」ボタンを押すと設定完了です。

XXXX
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（２）水産庁へ依頼する場合

①漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し、

「届出番号設定」を選択します。

※取扱事業者は「事業者番号設定」になります。

②「水産庁に依頼」を選択します。

③漁獲番号等伝達システムに登録する届出番号を「届出番号」欄に入力します。

④「水産庁へメールを送信」ボタンを押下します。

XXXXXXXX
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⑤ボタンを押下後、未認証届出番号の欄に入力した届出番号が表示されます。

⑥入力した届出番号が承認または却下されるとメールが届きます。

承認の場合

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】届出番号承認のお知らせ

≪メール文≫

漁獲番号等伝達システムをご利用いただきありがとうございます。

2022/12/01に申請された届出番号を、承認しました。

ログインを行っていいただくと、ご確認いただけます。

ログインはこちら

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）

XXXXXXXX
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却下の場合

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】届出番号却下のお知らせ

≪メール文≫

漁獲番号等伝達システムをご利用いただきありがとうございます。

2022/12/01に申請された届出番号を、却下しました。

却下理由：○○○

申請内容をご確認の上、再度申請を行ってください。

ログインはこちら

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）
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取引情報登録の際に指定する取引相手をシステムに登録する方法を説明します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引相手管理」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）取引相手管理画面が表示されます。

（３）登録する取引相手の名前を「取引相手の名前」に入力します。

（４）登録する取引相手が当システムを利用している場合は

「メールアドレス」（※）を入力をします。（任意項目です）

5.2　取引相手を設定する 採捕者 取扱

登録済みの取引相手が

表示されます
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※取引相手の「メールアドレス」について

取引相手のメールアドレスを登録して頂くと

出荷取引記録を行った際に取引相手に以下のメールを送信することが可能になります。

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】出荷登録のお知らせ

≪メール文≫

漁獲番号等伝達システムをご利用いただきありがとうございます。

○○会社　○○様から出荷取引情報が送信されました。

詳細以下の通りです。

・年月日：【2022/12/01】

・漁獲番号：【XXXXXXXXXXXXXXXX】

・名称：【アワビ類】

・重量または数量：【15kg】

ログインはこちら

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）

（５）「追加」ボタンを押下します。
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（１）取引相手管理画面から修正したい取引相手の「修正」ボタンを押下します。

（２）修正画面が表示されます。

（３）取引相手名、またはメールアドレスを変更し、「修正」ボタンを押下します。

取引相手を修正する場合

21ページ



（１）取引相手管理画面から削除したい取引相手の「削除」ボタンを押下します。

（２）削除する取引相手に間違いがないことを確認し「削除」ボタンの押下します。

取引相手を削除する場合
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（１）取引相手管理画面から「並び替え」ボタンを押下します。

（２）左端に表示されたつまみ（　　）をクリック、またはタップしたまま

移動したい場所に動かしてドロップします。

（３）並び替えが完了したら、「保存」ボタンを押下します。

（４）保存完了後、取引相手を選択する画面に表示される選択肢の表示順番が変更されます。

取引相手の表示順番を変更する場合（並び替え）
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漁獲番号を設定する際に必要な情報を「漁獲番号発行ルール」として

あらかじめシステムに登録することで効率的に漁獲番号発行作業が行えます。

（１）漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し、

「漁獲番号ルール設定」を選択します。

（２）漁獲番号ルール設定画面が表示されます。

（３）「発番ルール」の「∨」を選択すると、設定してある発番ルールが表示されます。

①新しく発番ルールを作成したい場合は「新規登録」を選択します。

②すでに作成したルールの名前や設定内容を変更したい場合は、

変更したいルールを選択します。

（４）「ルール名」に登録または変更するルール名を入力します。

ここで入力したルール名が、「漁獲番号発行画面」に表示されるルール名となります。

（５）発番ルール選択時に使用する届出番号を指定します。

「届出番号」の「∨」を選択すると、設定してある届出番号が表示されます。

ここで選択した届出番号は「漁獲番号発行画面」でルール選択をした際に

漁獲番号として使用する届出番号となります。

※届出番号の設定方法については

「5.1　届出番号（事業者番号）をシステムに設定する」を参照

5.3　漁獲番号を発行する際に使用するルールを設定する

XXXXXXX

採捕者
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（６）発番ルール選択時に選択肢の候補に表示する名称を設定します。

「名称」の「∨」を選択すると、候補に設定できる名称が表示されます。

ここで選択した名称は「漁獲番号発行画面」でルール選択をした際に

選択できる名称の候補となります。（複数設定可能）

（７）日付変更時刻（※）を設定します。

ここで選択した日付変更時刻をもとに「漁獲番号発行画面」ルール選択をした際に

漁獲番号に使用する年月日が変わります。

※「日付変更時刻」について

漁獲番号発行が日付を跨いでしまう場合に活用できる機能となっています。

例えば発番ルールの日付変更時刻を3:00と設定した場合・・・

2022/12/2 2:00に漁獲番号等伝達システムで漁獲番号を発行すると、

発番ルールに設定している日付変更時刻を過ぎていないため、

年月日に表示されるのは１日前の「2022/12/1」となります。（年月日の変更は可能）

2022/12/2 4:00に漁獲番号等伝達システムで漁獲番号を発行すると、

発番ルールに設定している日付変更時刻を過ぎているため、

年月日に表示されるのは「2022/12/2」となります。（年月日の変更は可能）

XXXXXXX

XXXXXXX
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（８）漁獲番号発行に使用する下三桁（取引番号）の採番開始番号を設定します。

ここで入力した取引番号をもとに「漁獲番号発行画面」でルール選択をした際に

取引番号の採番を行います。

（９）発番ルール選択時に初期表示される「単位」を選択します。

「単位」の「∨」を選択すると、設定できる単位が表示されます。

ここで選択した名称は「漁獲番号発行画面」でルール選択をした際に

取引記録情報の単位に表示されます。（変更可能）

（10）「設定」ボタンを押下します。
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取引情報を登録する際に必要な情報を「荷口番号ルール設定」として

あらかじめシステムに登録することで効率的に荷口番号発行作業が行えます。

複数の漁獲番号をまとめて伝達する場合、

事業者番号を用いて荷口番号を発行することが可能です。

（１）漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し、

「荷口番号ルール設定」を選択します。

（２）荷口番号発行ルール設定画面が表示されます。

（３）「荷口番号発行ルール」の「∨」を選択すると、

設定してある荷口番号発行ルールが表示されます。

①新しく荷口番号発行ルールを作成したい場合は「新規登録」を選択します。

②すでに作成した荷口番号発行ルールの名前や設定内容を変更したい場合は、

変更したいルールを選択します。

（４）「ルール名」に登録または変更するルール名を入力します。

ここで入力したルール名が、「取引情報登録画面」に表示される

ルール名となります。

（５）荷口番号発行ルール選択時に使用する届出番号を指定します。

「事業者番号」の「∨」を選択すると、設定してある事業者番号が表示されます。

ここで選択した事業者番号は「漁獲番号発行画面」でルール選択をした際に

漁獲番号として使用する届出番号となります。

※届出番号の設定方法については「5.1　届出番号（事業者番号）をシステムに設定する」を参照

（６）「設定」ボタンを押下します。

     　ルールを設定する

5.4　複数の漁獲番号を出荷する際に使用する

XXXXXXX

採捕者
取扱

事業者
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アワビ・ナマコを出荷する際に必要となる漁獲番号を発行する方法について説明します。

漁獲番号を発行と同時に取引記録を登録します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「漁獲番号発行」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）発番ルールを選択します。

発番ルールの「∨」を選択すると、設定してある発番ルールが表示されます。

※発番ルールの設定方法については

「5.3　漁獲番号を発行する際に使用するルールを設定する」を参照

（３）漁獲番号を発行する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、発番ルールに設定した名称が表示されます。

（４）年月日に発行する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

　　登録する

６．漁獲番号の発行と併せて出荷の取引情報を

採捕者

v
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（５）発行する漁獲番号の下３桁を設定します。

①システムの自動採番機能を利用し、発行済みの番号に連なる番号を使用する場合

・取引番号の「∨」を選択し、「連番」を選択します。

・取引番号は自動で表示されます。

②システムの自動採番機能を利用し、ランダム番号を使用する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「ランダム」を選択します。

・取引番号は＊＊＊と表示されます。

③指定した番号で発番する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「固定」を選択します。

・取引番号が入力可能となります。設定したい番号を入力してください。
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（６）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（７）取引種別は表示されている「譲渡/引渡」以外は選択できません。

※「譲渡/引渡」以外の取引記録の登録は「９．取引情報を検索する」を参照

（８）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

（９）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

（10）加工状態を選択します。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（11）「発行」ボタンを押下します。
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（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「譲受/受取」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（５）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

7.1　入荷（譲受/受取）の取引を登録する。

７．取引情報を登録する

採捕者
取扱

事業者
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（６）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（７）入荷する漁獲番号を入力します。

①入荷元が当システムで発行したQRコードがお手元にある場合

・「QR」ボタンを押下します。

・操作端末のカメラを使って、お手元のQRコードを映します。

・正常に読み込めると「漁獲（荷口）番号」と「名称」が自動入力されます。

カメラを向けている映像が

ここに表示されます。

QRコードが読み込めると、

非表示になります。
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② 手入力をする場合

・「漁獲（荷口）番号」欄に、伝達された番号を入力します。

・「名称」に入荷する水産物の種類を選択します。

「名称」の「∨」を選択すると、水産物の種類一覧が表示されます。

※当システムに登録されている漁獲（荷口）番号を入力された場合は、

自動で名称が表示されます。

（８）「登録」ボタンを押下します。
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7.2.1　自分で発行した漁獲番号を１つ出荷する。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「譲渡/引渡」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（５）出荷する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、選択できる魚種が表示されます。

7.2　出荷（譲渡/引渡）の取引を登録する。 採捕者 取扱

34ページ



（６）選択した名称に該当する漁獲（荷口）番号が一覧に表示されます。

（７）出荷したい漁獲番号を一つクリックします。

（８）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

（９）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

（10）加工状態を選択します。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（11）「荷口番号に変更」は「しない」ままとする。

（12）「登録」ボタンを押下する。

左記の漁獲（荷口）番号一覧

には、名称に該当する「自身

が発行した漁獲番号」と「入

荷取引を行った番号」が表示

されます。

XXXXXXXXXXXX00

XXXXXXXXXXXX00

XXXXXXXXXXXX00

XXXXXXXXXXXX00
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7.2.2　自分で発行した漁獲番号を複数まとめて出荷する。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「譲渡/引渡」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（５）出荷する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、選択できる魚種が表示されます。
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（６）選択した名称に該当する漁獲（荷口）番号が一覧に表示されます。

（７）出荷したい漁獲番号を一つクリックします。

（８）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

（９）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

（10）加工状態を選択します。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（11）「荷口番号に変更」は「する」を選択します。

「荷口番号ルール」と「取引番号」が表示される。

（12）荷口番号ルールを選択します。荷口番号ルールの「∨」を選択すると、

設定してある荷口番号ルールが表示されます。

左記の漁獲（荷口）番号一覧

には、名称に該当する「自身

が発行した漁獲番号」と「入

荷取引を行った番号」が表示

されます。
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※発番ルールの設定方法については

「5.4　複数の漁獲番号を出荷する際に使用するルールを設定する」を参照

（13）発行する荷口番号の下３桁を設定します。

①システムの自動採番機能を利用し、発行済みの番号に連なる番号を使用する場合

・取引番号の「∨」を選択し、「連番」を選択します。

・取引番号は自動で表示されます。

②指定した番号で発番する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「固定」を選択します。

・取引番号が入力可能となります。設定したい番号を入力してください。

（14）「登録」ボタンを押下します。
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7.2.3　入荷した漁獲番号を出荷する。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「譲渡/引渡」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（５）出荷する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、選択できる魚種が表示されます。
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（６）選択した名称に該当する漁獲（荷口）番号が一覧に表示されます。

（７）出荷したい漁獲番号を一つクリックします。

（８）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

（９）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

（10）加工状態を選択します。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（11）「荷口番号に変更」は「しない」ままとする。

（12）「登録」ボタンを押下する。

左記の漁獲（荷口）番号一覧

には、名称に該当する「自身

が発行した漁獲番号」と「入

荷取引を行った番号」が表示

されます。

ZZZZZZZXXXXXX00

ZZZZZZZXXXXXX00

ZZZZZZZXXXXXX001

ZZZZZZZXXXXXX00
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7.2.4　入荷した漁獲番号を、自分の届出番号（事業者番号）に変更して出荷する

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「譲渡/引渡」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）取引相手を選択します。

取引相手の「∨」を選択すると、設定してある取引相手が表示されます。

※取引相手の設定方法については「5.2　取引相手を設定する」を参照

（５）出荷する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、選択できる魚種が表示されます。

41ページ



（６）選択した名称に該当する漁獲（荷口）番号が一覧に表示されます。

（７）出荷したい漁獲番号を一つクリックします。

（８）「数量または重量」に出荷する水産物の数量または重量を入力します。

（９）入力した「数量または重量」に対応する単位を選択します。

数量または重量の単位の「∨」を選択すると、単位の一覧が表示されます。

（10）加工状態を選択します。

加工状態の「∨」を選択すると、状態の一覧が表示されます。

（11）「荷口番号に変更」は「する」を選択します。

「荷口番号ルール」と「取引番号」が表示される。

（12）荷口番号ルールを選択します。荷口番号ルールの「∨」を選択すると、

設定してある荷口番号ルールが表示されます。

左記の漁獲（荷口）番号一覧

には、名称に該当する「自身

が発行した漁獲番号」と「入

荷取引を行った番号」が表示

されます。
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※発番ルールの設定方法については

「5.4　複数の漁獲番号を出荷する際に使用するルールを設定する」を参照

（13）発行する荷口番号の下３桁を設定します。

①システムの自動採番機能を利用し、発行済みの番号に連なる番号を使用する場合

・取引番号の「∨」を選択し、「連番」を選択します。

・取引番号は自動で表示されます。

②指定した番号で発番する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「固定」を選択します。

・取引番号が入力可能となります。設定したい番号を入力してください。

（14）「登録」ボタンを押下します。

43ページ



7.2.5　出荷取引の情報登録完了画面でできること

（１）「7.2.1～7.2.4」の操作方法にて、出荷取引登録を行うと

取引情報完了画面が表示されます。

（２）表示されている情報を印刷する場合は、

「印刷」ボタンを押下します。

（３）表示されている情報を取引相手にメールで送信する場合は

「取引相手先へメール送信」ボタンを押下します。

取引相手にメールアドレスが登録されていない場合は灰色のボタンになります。

XXXXXXXXXXXXXXX

QRコードが

表示されます
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（４）取引相手に以下のメールが送信されます。

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】出荷登録のお知らせ

≪メール文≫

漁獲番号等伝達システムをご利用いただきありがとうございます。

○○会社　○○様から出荷取引情報が送信されました。

詳細以下の通りです。

・年月日：【2022/12/01】

・漁獲番号：【XXXXXXXXXXXXXXXX】

・名称：【アワビ類】

・重量または数量：【15kg】

ログインはこちら

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）
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（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報登録」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）「取引種別」の「∨」を選択し、「亡失/在庫終了」を選択します。

（３）「取引日」に取引する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

（４）出荷する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、選択できる魚種が表示されます。

（５）選択した名称に該当する漁獲（荷口）番号が一覧に表示されます。

7.3　亡失/在庫終了を行い出荷の対象から削除する。

左記の漁獲（荷口）番号一覧

には、名称に該当する「自身

が発行した漁獲番号」と「入

荷取引を行った番号」が表示

されます。

採捕者
取扱

事業者

ZZZZZZZXXXXXX00

ZZZZZZZXXXXXX00
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（６）亡失や在庫終了としたい漁獲番号をクリックします。（複数選択可）

（７）「登録」ボタンを押下します。

一度「亡失/在庫終了」の登

録を行うと、「譲受/受取」

にて漁獲（荷口）番号が表示

されなくなります。ご注意く

ださい。

ZZZZZZZXXXXXX001

ZZZZZZZXXXXXX00
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漁獲番号等伝達システムで発行した漁獲番号を検索する方法について説明します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「漁獲番号検索」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）検索したい漁獲番号の条件を入力し「検索」ボタンを押下します。

（３）検索ボタンの下に検索に該当する漁獲番号の一覧が表示されます。

漁獲番号の詳細を確認したい場合は、「詳細」リンクを選択します。

８．漁獲番号を検索する 採捕者

XXXXXXX

XXXXXX001

XXXXXXX

XXXXXX002
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（４）漁獲番号詳細画面が表示されます。

（５）表示されている情報を印刷する場合は、

「印刷」ボタンを押下します。

QRコードが

表示されます

漁獲番号に関する取引情報が表示されます
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漁獲番号等伝達システムで登録した取引情報を検索する方法について説明します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引情報検索」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）検索したい取引情報の条件を入力し、「検索」ボタンを押下します。

（３）検索ボタンの下に検索に該当する取引情報の一覧が表示されます。

取引情報の詳細を確認したい場合は、「詳細」リンクを選択します。

９．取引情報を検索する 採捕者
取扱

事業者
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（４）取引情報詳細画面が表示されます。

　

（５）表示されている情報を印刷する場合は、

「印刷」ボタンを押下します。

（６）表示されている情報を取引相手にメールで送信する場合は

「取引相手先へメール送信」ボタンを押下します。

取引相手にメールアドレスが登録されていない場合は灰色のボタンになります。

※送信されるメールについては

「7.2.5　出荷取引の情報登録完了画面でできること」の（４）を参照

QRコードが

表示されます

漁獲番号に関する情報が表示されます

XXXXXXXXXXXXX00
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漁獲番号等伝達システムで登録した取引履歴を照会する方法について説明します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「取引履歴照会」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）検索したい取引情報の条件を入力し、「検索」ボタンを押下します。

（３）検索ボタンの下に検索に該当する取引履歴の一覧が表示されます。

取引情報の履歴をコピーしたい場合は、「コピー」ボタンを押下します。

10．取引履歴を照会する 採捕者
取扱

事業者

XXXXXXXXX001

XXXXXXXXX001
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（４）取引履歴内の「取引登録者」,「取引相手」はマスキングされた状態で表示されます。

ご自身が登録した入荷（譲受／受取）、出荷（譲渡／引渡）情報を

マスキング無しで確認する場合は「取引情報検索」からご確認ください。

（５）水産庁側で確認する場合はマスキング無しの状態で表示されます。

（６）表示されている情報を印刷する場合は、

「印刷」ボタンを押下します。

XXXXXXXXX001

XXXXXXXXX001
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「２.システムを利用するユーザー登録」で作成したユーザー（以下メインユーザー）と

システム内で情報を共有できるサブユーザーを作成する方法を説明します。

複数アカウントで同一の届出番号（事業者番号）を使用する場合には、

サブユーザーを作成することが可能です。

メインユーザーとサブユーザーは「届出番号」「漁獲番号発行ルール」「荷口番号発行ルール」

「取引相手」「漁獲番号」「取引記録」といった情報が共有できます。

（１）漁獲番号等伝達システム画面右上の「メニュー▼」を選択し。

「サブユーザー一覧」を選択します。

※サブユーザーの作成ができるのはメインユーザーのみとなります。

（２）サブユーザー一覧画面が表示されます。

（３）「新規登録」ボタンを押下します。

11．応用編

11.1　サブユーザーを作成する。

登録済みのサブユーザーが

表示されます

登録済みのサブユーザーが

表示されます

採捕者
取扱

事業者
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（４）サブユーザー新規登録画面が表示されます。

（５）サブユーザーの情報を入力します。

※「ログインID（メールアドレス）」に入力されたメールアドレス宛に

「サブユーザー作成完了のお知らせ」メールが送信されます。

（６）「登録」ボタンの押下します。

（７）入力したメールアドレス宛に、以下のメールが届きます。

≪タイトル≫

【漁獲番号等伝達システム】サブユーザー 作成 完了のお知らせ

≪メール文≫

漁獲番号等伝達システムをご利用いただきありがとうございます。

（メインユーザー法人名）（メインユーザー名）様より、

当システムで（サブユーザー名）様のアカウントが作成されました。

・ユーザー名：（サブユーザー名）

・ログインID：（サブユーザーログインID）

・パスワード：（メインユーザー名）様にご確認ください。

下記URLからログインを行っていただくと、当システムがご利用いただけます。

https://cnc.smartf.maff.go.jp/user/login

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（以下、メール文省略）

※メインユーザー様は、登録したサブユーザー様にパスワードをお伝えください。
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（１）サブユーザー一覧画面から削除したいユーザー情報の「詳細」リンクを

選択します。

（２）サブユーザー詳細画面が表示されます。

（３）「削除」ボタンの押下します。

サブユーザーを削除する場合

aaa@xxx.com

bbb@xxx.com

aaa@xxx.com
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（４）削除するサブユーザーに間違いがないことを確認し

「削除」ボタンの押下します。

サブユーザーを削除する場合（続き）

ログインID：aaa@xxx.com
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漁獲番号発行のみを行う方法について説明します。

漁獲番号の発行と併せて出荷の取引情報の登録は行わず、

漁獲番号の発行後に別途で出荷の取引情報の登録を行う場合に使用します。

（１）「メニュー▼」を選択し、表示されたメニュー一覧から「漁獲番号発行」を

選択し、画面にアクセスする。

（２）発番ルールを選択します。

発番ルールの「∨」を選択すると、設定してある発番ルールが表示されます。

※発番ルールの設定方法については

「5.3　漁獲番号を発行する際に使用するルールを設定する」を参照

（３）漁獲番号を発行する水産物の名称を選択します。

名称の「∨」を選択すると、発番ルールに設定した名称が表示されます。

（４）年月日に発行する日付を入力します。

枠内を選択するとカレンダーが表示されます。

11.2　漁獲番号のみを発行する 採捕者

v
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（５）発行する漁獲番号の下３桁を設定します。

①システムの自動採番機能を利用し、発行済みの番号に連なる番号を使用する場合

・取引番号の「∨」を選択し、「連番」を選択します。

・取引番号は自動で表示されます。

②システムの自動採番機能を利用し、ランダム番号を使用する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「ランダム」を選択します。

・取引番号は＊＊＊と表示されます。

③指定した番号で発番する場合

・取引番号の「∨」をクリックし、「固定」を選択します。

・取引番号が入力可能となります。設定したい番号を入力してください。
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（６）「取引登録も登録する」を選択し、取引情報入力欄を非表示にします。

（７）「発行」ボタンを押下します。
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